
１　総合計画進行管理

市民からの
意見・反応等

・旧井筒屋旅館について、廃業後門前通りのシンボル的な建物であることから保存を望む声が多かった。
・門前通りの整備について、地域住民等による整備推進協議会を設置し、観光客等の歩行者を優先する道路整
備の方針が出された。
友部駅周 整備計画 伴う利用者 駅前駐車場 閉鎖 告 対 立地条件 良 駐車場がなくな とを

3.420

数値指標
の考え方

指標設定
の考え方

施策目標

当施策を重要と感じている市民の割合
重要度

加重平均値

目標値設定
の考え方

広域交通基盤である市内各駅・各インターの利用者数により市内外の交流を把握する。
用途地区内の都市的土地利用面積の内宅地化率により把握する。

市内各駅の乗降人数の過去5年平均減少率1.7％を1.0％まで縮減することを目標とした。
各インターの利用者数及び、都市的土地利用率については、道路網等を含めた市街地の整備・誘導
を進める計画により、微増する目標とした。

・整備した各種施設を有効活用し、市内外の交流に寄与する。
取組方針

　　　平成２６年度に向けた施策方針

本市の特性を生かし活力ある地域づくりを目指すため、広域交流拠点や地区生活拠点の強化、ネットワーク化
を進め、市内外の交流の活性化を図るとともに、市民の理解と協力を得ながら、市民生活の質の向上につなが
る魅力ある市街地の整備を進めます。

現況と課題

駅橋上化、高速自動車道のサービスエリア、パーキング、茨城空港など広域交通基盤や情報通信基盤の整備
により高まった人・物・情報などの交流に対し、それらの施設を活用した情報発信を行いながら、市内への誘導
を図り、地域の活力につなげていくことが求められます。
また、生活の質の向上につながる各地域の拠点づくりや市街地整備も同様に求められています。現在、市街地
の整備については、岩間駅東地区の土地区画整理事業が進められていますが、高齢化が進む中での市街地の
整備・誘導は、新規又は既存のものを問わず、今後のまちづくりにおいて重要な要素となります。
今後は、策定された「笠間市都市計画マスタープラン」などに基づきながら、本市の強みである広域交通基盤
を、ストロー現象といった弱みに変えることなく、交流を受け止める拠点のネットワーク化を図り、あわせて、人口
の構造変化を踏まえ、成長し持続できるまちづくりを進めるため、道路網、公共交通網などを含めた市街地の整
備・誘導を進める必要があります。
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　　　施策目標を達成するための手段（事務事業）の構成は妥当か

19,300

・市民が利用しやすい公共交通の環境作りを事業者へ働きかける。／道路網・公共交通網整備を推進する。
・地域の合意を図るにあたって、住民意見の相互調整を図る。
・笠間稲荷門前通り整備方針に基づく整備の実施。
・便利で安心して利用できる駅前駐車場及び駐輪場の整備と維持管理。

小政策

政策

１　交流と地域の力を高める土地利用を進めます
政策体系

第１章　広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり〔土地利用・都市基盤〕

都市計画課
市民活動課

施策コード 管理課

平成２５年度施策評価シート（平成２４年度実施事業）

施策名
1-1-2

作成主管課

拠点づくりと市街地整備
関係課 ・公共交通を積極的に利用すること。／道路網・公共交通網整備の必要性を理解し協力すること。

・地域のまちづくりを自ら考え、主体的に関与すること。
・笠間稲荷門前通り整備についての整備方針策定へ協力すること。
・ひとりひとりが道徳的規範を守ることで、公共の場の利便性や機能が維持できるように努めること。

　　　市がやるべきこと。県がやるべきこと。国がやるべきこと。

まちづくり推進課

（１）目標指標１

ベンチマーク

H28

単位

H25

２　施策の成果向上に向けての市民と行政との役割分担をどう考えるか

市民の役割

　　　取り組み内容と成果，成果が得られた要因として考えられること。

・岩間駅橋上化・東西自由通路供用開始/岩間駅東口広場及び駐輪場供用開始
・笠間稲荷門前通りの整備方針に基づく詳細設計/旧井筒屋の運営事業者の公募と選定（㈱ステノ）
・駐車場・駐輪場に付随した設備を修繕し、便利で安心して使用できる交通拠点の改善を図った。
・駐輪場内の放置車両の一掃を計画的に手順を踏んで行なうことで、利用者の規範意識を喚起させるとともに、利用しや
すい環境の確保に努めた。

取組状況等

行政の役割

３ 平成２４年度の取組状況

　　市民(地域・団体・事業所）が自助でやるべきこと。共助でやるべきこと。市と協働でやるべきこと。

４ 施策の評価（現状分析）

　　　平成２５年度以降に残る課題，その要因として考えられること。

・整備された施設等を有効活用し市内外の交流の活性化を図るため、ソフト面での事業検討。
残された課題

・駅の乗降客数・インターチェンジ利用者数については、目標指標達成にはいたらなかった。
・今後とも道路網・公共交通網などの広域交通基盤整備を推進し、目標達成を目指していく。
・市営駐車場については、管理業務を行なうことにより交通拠点としての機能の強化に努め、今後も推進していく。

達成度評価

・構成事務事業における行政の役割は適正であると思われる。
構成事務事業

の適正性

　　　指標を分析した結果施策目標は達成されたのかH23現状値

市民実感度

加重平均値

45.72057.480
市民実感度指標

市内外の交流が活性化されてきていると感じて
いる市民の割合 2.596 2.416

H24

99.48

目標値

目標値

実績値
達成度

実績値 7,185
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H27数値指標

市内各駅の乗降人員数
達成度

実績値

ベンチマーク

広域交流拠点（ＩＣ）出入（利用）者
数
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％
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都市的土地利用率

％

％
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％
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％
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％
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市民実感度

加重平均値

H26

H28
6,670

（２）目標指標２

H23現状値 H24 H25 H26
7,050 6,930

18,600

16,414

18,000 18,300

91.19

５ 今後の方向性

○市民実感度指標と数値指標の分析による当該施策の位置

　領域Ⅰ　現状を維持しつつ，効率化を目指す領域

　領域Ⅱ　施策を構成する事務事業及び事業内容等を見直し
　　　　　　 市民実感度を高める必要のある領域

　領域Ⅲ　施策並びに構成する事務事業の必要性を検討する
              領域

　領域Ⅳ　施策の重点化を図り市民実感度を高める必要がある
              領域
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度

　Ⅲ 　Ⅰ
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   達成度

　総合計画後期基本計画の内容

100
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施策を構成する事務事業 事業内容

自転車駐車場及び駐車場管理事
務

1

友部駅自由通路・駅前広場管理
事業

笠間ＰＡ周辺事業

駅前トイレ管理事業

岩間駅東西自由通路管理事業

2

3

平成２３年度 平成２４年度

　友部駅の魅力づけと駅前広場等の整備改善により，交通結節点
としての利便性，快適性の向上を目的として整備された施設の適
正な維持管理を行う。

維持管理事業 利用者からの苦情件数 件 17

成果指標

8

9

貢献度評価事務事業性質
単位

維持管理事業 11

　市内の駅前にある駐輪場及び駐車場の管理業務（使用許可，
使用料の徴収，施設の見回り）。
　・有料駐車場：４箇所（笠間駅北，稲田駅前，福原駅前，友部駅
前）
　・有料駐輪場：３箇所（笠間駅北，稲田駅前，友部駅北）
　・無料駐輪場：４箇所（福原駅前，宍戸駅前，友部駅前，岩間駅
西）

平成２４年度

8,397
定期1月当たりの自動
車台数（貸付含）

台

平成２３年度

10,104

平成２２年度

11,499

物販イベント売上高 円

補助区分
事業費（千円）

市単

平成２２年度

180187 180

成果

   北関東自動車道笠間ＰＡ隣接多目的広場を活用しての物販イ
ベントを開催し、笠間ＰＡ立寄り者増加を図るため、施設の維持管
理を行う。

維持管理事業

岩間駅東土地区画整理事業

まちづくり交付金事業
岩間駅周辺整備事業

笠間稲荷門前通り整備推進事業

笠間稲荷周辺まちづくり推進事業

開発許可関係事務

岩間駅舎及び南北自由通路の整備に合わせて、岩間駅東地区
3.1ｈａ（駅広含む）を区画整理を行い、良好な魅力ある市街地整
備を推進する。

14

15

12 11

28,799,955 19,867,615 17,905,110

　稲田・福原・宍戸駅前トイレ完成後，利用者が安心して利用でき
るように施設の維持管理を行う。

維持管理事業 施設の修繕

9

市単 615 113 105 12

市単 15,050 14,489 15,656

件 8 6 5 市単 671 1,026 998 11

　岩間駅の魅力づけと駅前広場等の整備改善により、交通結節点
としての利便性、快適性の向上を目的として整備された施設の適
正な維持管理を行う。

維持管理事業 利用者からの苦情件数 件 － － 10 市単 － － 3,352 9

市民及び民間事業者から提出される開発行為許可申請に対し、
笠間市開発事業指導要綱及び都市計画法に規定される技術基
準に基づき、審査・許可及び完了検査を実施する。

義務的事業 開発行為の許可 15 市単 50 53件 8 8 149 義務的事業

市民・民間事業者からの建築確認申請に関する各種の問合せへ
の対応、及び県との委託契約に基づく調査事務の実施。
また、住居表示設定区域内に新築された建物について、建築主
からの申請に基づく住居表示番号の設定。

義務的事業 住居表示番号の設定 件 21 17 18 市単 29

83 国補助 89,922 101,94973,207

5,952 145 義務的事業

1

100 国補助

都市計画道路 岩間駅東大通り線、日吉町 古市線」 道路整
備と交通結節点である岩間駅の東西を連携する「自由通路及び
駅舎」の整備を実施し、防災性の向上と駅前の荒地になっている
土地を有効活用し、岩間地区の活性化を図る。

建設・整備事業 整備割合 ％ 42 181,153 399,684 81,827 1

450 国補助
観光拠点である笠間稲荷神社の門前通りに賑わいを創出するた
め、地域の意見を充分に取り入れながら、歩行者に優しく景観に
配慮した道路整備を実施する。

政策的事業 道路改修の検討 ｍ 450 19,320 271 8,295 2

3,720 国補助
笠間稲荷周辺の活性化を図るため、民間事業者による旧井筒屋
の再生整備と日動美術館や大石邸跡など歴史文化の拠点の整
備により、交流人口の増加による賑わい創出を図る。

政策的事業 宿泊受入可能数 人 －－ － － 43,029 4

301,594 521,614 263,902

10

11

12

13

4

5

6

7

建設・整備事業 整備割合 ％ 38

建築確認申請等関係事務

13

19

シート３－１　施策構成事務事業貢献度評価

16

事業費合計

450



　　　　　シート１施策構成事務事業目的直結度評価

施策名 拠点づくりと市街地整備

1

3

6

自転車駐車場及び駐車場管理事務 笠間ＰＡ周辺整備事業
友部駅自由通路・駅前広場管理事業

8 9

駅前トイレ管理事業
岩間駅自由通路管理事業

開発許可関係事務
建築確認申請等関係事務

2 4

5 7

法定受託事務（義務的事業に分類）

岩間駅東土地区画整理事業
笠間稲荷門前通り整備促進事業
まちづくり交付金事業岩間駅周辺整備事業
笠間稲荷周辺まちづくり推進事業

施
策
目
標
に
対
す
る
事
務
事
業
の
意
図

施
策
目
標
に
対
応
し
て

い
る

施
策
目
標
に
概
ね
対
応

し
て
い
る

施
策
目
標
に
間
接
的
で

あ
る

施策の対象と事務事業の対象

施策の対象と一致している 施策の対象と概ね一致している 施策の対象と間接的（少数）である



　　　　　シート２施策構成事務事業貢献度評価

岩間駅東土地区画整理事業
まちづくり交付金事業岩間駅周辺整備事業

笠間稲荷門前通り整備促進事業

法定受託事務（義務的事業に分類）

笠間稲荷周辺まちづくり推進事業 開発許可関係事務
建築確認申請等関係事務

事務事業の休廃止検討エリア2 4

5 7

8 10

11 12

施策名

1

友部駅自由通路・駅前広場管理事業

3

6

9

拠点づくりと市街地整備

自転車駐車場及び駐車場管理事務 笠間ＰＡ周辺整備事業
岩間駅自由通路管理事業 駅前トイレ管理事業

施
策
の
目
的
に
対
す
る
事
務
事
業
の
目
的
の
直
結
度

非
常
に
高
い

 
高
い

 
中

 
低
い

事務事業の成果

成果は高い
(上位）

成果はやや高い
（中位） 成果は低い、ほとんど出ていない若し

くは把握できない（下位）

成果は普通
（中位）

1

2

3

6

5

4

9

8

7


